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　⒀　特別職の報酬等の状況

区分 給　料　月　額　等

給　

料

（ ）内は減額措置
を行う前の金額

（参考）一般市にお
ける最高/最低額

市　長 801,000円
（890,000円）

1,089,000円
/636,300円

助　役 756,000円
（　－　円）

895,000円
/542,000円

報　

酬

議　長 425,000円
（　－　円）

551,000円
/269,000円

副議長 374,000円
（　－　円）

507,000円
/228,000円

議　員 353,000円
（　－　円）

475,000円
/213,000円

期　

末　

手　

当

（平成18年度支給割合）
市　長 4.45月分　　　 20％減額あり
助　役 4.45月分　　　 10％減額あり　

（平成18年度支給割合）
議　長 4.25月分
副議長 4.25月分
議　員 4.25月分

退　

職　

手　

当

市　長

（算定方式）
890,000円×48月×0.35×1.15
（１期の手当額）　（支給時期）
17,194,800円　　　　任期毎

助　役

（算定方式）
756,000円×48月×0.21×1.15
（１期の手当額）　（支給時期）
8,763,552円　　　　任期毎

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　⑴　勤務時間の概要

勤務時間

１週間の勤務時間　40時間
（国：１週間　40時間）
１日の勤務時間
午前８時30分から午後５時15分まで

休息時間 正午から午後０時15分までおよび
午後３時から３時15分まで

休憩時間 午後０時15分から１時まで

　⑵　休暇制度の概要・種類等

休暇の種類 給与 概　要
年次有給
休暇　　 有給 １の年につき20日（最大20日を翌年

繰り越し）

病気休暇 有給
負傷または疾病のため療養する必要
がある場合に、任命権者が定める期
間の範囲内においてその療養に必要
な期間

特別休暇 有給 出産の場合、忌引の場合、結婚の場
合など20種類

介護休暇 無給

負傷、疾病または老齢により２週
間以上にわたり親族を介護するため
に、勤務しないことが相当であると
認められる場合に、６月以内の必要
と認められる期間

組合休暇 無給 職員団体の業務または活動に従事す
る場合に、１の年につき30日以内

　⑶　年次有給休暇の取得状況（平成18年）

平均取得日数

8.9 日

　⑷　育児休業等の取得状況（平成18年度）
休業の種類

休業者の内訳
育児休業 部分休業

うち新規 うち新規
取得者合計 17人 11人 ２人 １人

うち女性 17人 11人 ２人 １人
うち男性 ０人 ０人 ０人 ０人

４　職員の分限および懲戒処分の状況（平成18年度）

分限処分
免職 降任 休職 降給

０人 ０人
病気 起訴

０人
３人 ０人

懲戒処分
免職 停職 減給 戒告
０人 ０人 ０人 ０人

５　職員の服務の状況
　⑴　職務専念義務免除の状況（平成18年度）

区　　　分 件　数
研修を受ける場合 250件
厚生事業に参加する場合 ０件
その他任命権者が認めた場合
（心身の健康づくり、人間ドックなど） 1,245件

　⑵　営利企業等従事の許可状況（平成18年度）
許可件数 許可事例
14 件 職員が消防団員となる場合

６　職員の研修の状況（平成18年度）
区　　分 コース数 延べ人数

児玉郡市広域総合センター研修 10コース 223人
自治人材開発センター研修 ７コース 16人
全国建設研修センター研修 １コース 1人
埼玉県土木技術研修 ５コース 10人

合　　計 23コース 250人

７　職員の福祉および利益の保護の状況
　⑴　福利厚生制度に係る市の負担状況

区　分 平成18年度決算
共済組合負担金 629,255千円

　⑵　公務災害の発生状況（平成18年度）
区　分 件　数
公務災害 ５件
通勤災害 ０件

８　公平委員会の業務の状況（平成18年度）
区　　　分 件数

勤務条件に関する措置の要求の状況 ０件
不利益処分に関する不服申立ての状況 ０件
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ご
み
な
ど
を

燃
や
す
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発

生
、
煙
や
悪
臭
な
ど
で
健
康
被
害

や
近
所
迷
惑
に
も
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
野
外
で
廃
棄
物
な
ど
を

焼
却
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

焼
却
す
る
場
合
に
は
、
基
準
に

あ
っ
た
焼
却
炉
で
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
基
準
に
合
わ
な
い

焼
却
炉
で
ご
み
を
焼
却
す
る
と
、

燃
焼
温
度
が
十
分
に
上
が
ら
な
い

た
め
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
や
す

く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
多
く
発
生

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
焼
却
も
規
制
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
基
準
に
合
わ
な
い

焼
却
炉
で
ご
み
を
燃
や
し
た
り
、

ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
使
っ
て
焼
却
し

た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
と
き
は
、

例
外
と
し
て
焼
却
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
通
常

行
わ
れ
る
焼
却
で
、
軽
微
な
も

の
（
例
）
た
き
火

②
農
林
業
を
営
む
う
え
で
や
む
を

得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

焼
却
（
例
）
麦
わ
ら
焼
き

③
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
焼

却
（
例
）
ど
ん
ど
焼
き

④
火
災
な
ど
の
災
害
を
予
防
す
る

た
め
に
必
要
な
焼
却

　

こ
の
場
合
で
も
、
安
易
に
焼
却

せ
ず
に
、
煙
や
灰
な
ど
で
周
囲
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
何

よ
り
も
効
果
的
で
す
。

・
必
要
な
も
の
を
必
要
な
だ
け
買

う
よ
う
に
す
る

・
使
い
捨
て
商
品
は
買
わ
な
い

・
長
く
大
切
に
も
の
を
使
う

・
過
剰
な
包
装
は
控
え
る

・
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い

な
ど
、
ご
み
を
作
ら
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
は
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

ご
み
は
家
庭
で
焼
却
せ
ず
、
認
定

ご
み
袋
に
入
れ
て
収
集
場
所
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ご
み
を
分
別
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
を
徹
底
す
る
な
ど
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
毎
日
の
生
活
を

見
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
般
に
、
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
ー

パ
ラ
ー
ジ
オ
キ
シ
ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
）

と
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
（
Ｐ

Ｃ
Ｄ
Ｆ
）
を
ま
と
め
て
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
コ
プ

ラ
ナ
ー
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
コ

プ
ラ
ナ
ー
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
の
よ
う
に
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
と
同
じ
よ
う
な
毒
性
を

示
す
物
質
を
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
類
似

化
合
物
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｄ

Ｄ
は
75
種
類
、
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
は
１
３
５

種
類
、
コ
プ
ラ
ナ
ー
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
29
種

類
あ
り
ま
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
無
色
無
臭
の

固
体
で
、
ほ
と
ん
ど
水
に
は
溶
け
ま

せ
ん
が
、
脂
肪
な
ど
に
は
溶
け
や
す

い
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
他
の
化
学

物
質
や
酸
、
ア
ル
カ
リ
と
は
容
易
に

反
応
し
な
い
安
定
し
た
性
質
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
太
陽
か
ら
の
紫
外
線

で
徐
々
に
分
解
さ
れ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
発
生
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
量
は
、
平
成
15
年
度
以
降
県
内

す
べ
て
の
測
定
地
点
で
環
境
基
準
の
半
分
以
下
に
な
り
、
以
前
と
比

べ
る
と
環
境
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
発
生
し
て

い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
う
ち
の
多
く
は
、
私
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
た

ご
み
や
産
業
廃
棄
物
の
焼
却
に
よ
る
も
の
で
す
。
さ
ら
な
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
削
減
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
で
ご
み
を
燃
や
し
て

は
い
け
ま
せ
ん

ご
み
を
減
ら
す
工
夫
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
さ
ら
に
減
ら
す
た
め
に

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
さ
ら
に
減
ら
す
た
め
に

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
さ
ら
に
減
ら
す
た
め
に

図１　県内ダイオキシン類総排出量の推移
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民間廃棄物焼却施設
8.7g(54%)

小型焼却炉等
3.0g(18%)産業系発生源

2.8g(17%)

市町村等ごみ
焼却施設
1.3g(8%)

その他
0.426g
(3%)

火葬場
自動車
たばこ
野外焼却等

排
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量
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★ 

環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３
、

総
合
支
所
経
済
環
境
課
☎

１

３
３
１
（
内
線
２
２
６
）、
埼

玉
県
青
空
再
生
課
☎
０
４
８―

８
３
０―

３
０
５
７

と
こ
ろ
で

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
っ
て

な
〜
に
？


